
男
性
は
1
・
9
年
、
女
性
は
3
・
5
年
 

　
右
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
市
の
平
均
寿
命
か
ら

健
康
寿
命
を
差
し
引
い
た
「
介
護
を
必
要
と

す
る
期
間
」
は
、
男
性
が
1
・
6
年
、
女
性

が
3
・
1
年
と
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
 

 い
つ
ま
で
も
健
康
で
あ
る
た
め
に
 

　
介
護
が
必
要
と
な
る
原
因
と
し
て
は
、
脳

梗
塞
な
ど
の
脳
血
管
疾
患
や
骨
折
・
転
倒
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
を

心
が
け
て
、健
康
長
寿
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！
 

 体
だ
け
で
な
く
„
口
の
中
“
も
健
康
に
 

　
体
を
鍛
え
る
た
め
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
を
行
う
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
口
の
中
を

健
康
に
す
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
 

　
口
の
中
の
健
康
は
、
歯
の
状
態
や
唾
液
の

量
な
ど
が
影
響
し
ま
す
。
食
べ
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
と
、
体
力
が
低
下
し
て
病
気
に

か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
口
の
中
を
清
潔

に
し
て
、
食
事
や
会
話
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
 

　
高
齢
期
に
な
る
と
病
気
に
か
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
は
っ
き
り
し
た
症
状
が

で
な
い
た
め
に
病
気
に
気
づ
か
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
変
調
に
気
づ
い
た
ら
早
め
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
い
ざ
と
い
う
時
に
相
談
で

き
る
身
近
な
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
つ
と

安
心
で
す
。
 

　
ま
た
、
年
に
一
度
は
健
康
診
断
を
受
け
て
、

健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
 

健
康
で
あ
る
た
め
の
秘
訣
と
は
…
 

〜 

平
成
２２
年
度
介
護
予
防
教
室 

〜 

【勝山市の高齢化と介護の現状】 
平成19年のデータ（福井県資料） 

75

80

85

90
（歳） 

■平均寿命 
■健康寿命 

男性 女性 

79.6

77.7

86.6

83.1

介護を必要とする期間介護を必要とする期間 
　男性：1.9年　女性年　女性：3.5年 
介護を必要とする期間介護を必要とする期間 
　男性：1.9年　女性年　女性：3.5年 
介護を必要とする期間 
　男性：1.9年　女性：3.5年 

【平成22年4月1日現在】 

◆65歳以上の人口 7,673人 

 （高齢化率 29％） 

◆要支援・要介護認定者 1,329人 

 （65歳以上の人口の約17％） 

    　
介
護
予
防
の
体
操
や
ミ
ニ
講
座
の
あ
る
「
健

康
一
番
！
長
寿
体
操
教
室
」
を
、
今
年
度
も

各
地
区
の
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。 

　
運
動
や
口
腔
、
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
体

を
動
か
し
な
が
ら
楽
し
く
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。 

と
き
・
と
こ
ろ
▼
左
記
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
 

参
加
費
▼
無
料
 

そ
の
他
▼
お
住
ま
い
の
地
区
以
外
で
開
か
れ

る
教
室
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
 

※
福
祉
バ
ス
に
よ
る
送
迎
有
（
た
だ
し
開
催

地
区
内
に
限
り
ま
す
）
 

  お
し
り
歩
き
で
便
秘
が
治
っ
た
！
 

　
床
に
座
り
、
お
し
り
を
左
右
に
浮
か
せ
て

歩
く
「
お
し
り
歩
き
」
を
自
宅
で
も
毎
日
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
便
秘
が
治
り
ま

し
た
。
 

 尿
も
れ
予
防
体
操
は
効
果
絶
大
！
 

　
尿
も
れ
予
防
体
操
を
毎
日
少
し
ず
つ
す
る

よ
う
に
な
っ
て
、
尿
も
れ
が
改
善
し
て
、
外

出
や
旅
行
に
行
く
こ
と
へ
の
不
安
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
」 

　
　
　
　
　
　  

（
1

８７
‐
0
9
0
0
） 

問 
・ 
申 

昨
年
の
参
加
者
か
ら
の
感
想
 

スケジュール 

プログラム 

時　間　午後1時30分～3時 
会　場　各地区公民館 

鹿　谷　　 6月 3日～（木曜日） 
野　向　　 6月16日～（水曜日） 
村　岡　　 7月 5日～（月曜日） 
北　谷　　 7月 6日～（火曜日） 
勝　山　　 8月11日～（水曜日） 
猪野瀬　　 9月～（月曜日） 
遅　羽　　10月～（火曜日） 
平泉寺　　11月～（金曜日） 
北　郷　　 1月～（水曜日） 
荒　土　　 1月～（木曜日） 

第1回　介護予防ってなんだろう 
第2回　素敵な歩き方で転倒予防 
第3回　お口の健康 
第4回　病院と上手に付き合おう 
第5回　認知症予防 
第6回　地域で支え合い 
第7回　まとめ 
※毎回、各種体操を行います 
　柔軟体操、ダンベル体操、わっしょい体操 

平
成
平
成
２２
年
度
介
護
予
防
教
室

年
度
介
護
予
防
教
室
 

平
成
２２
年
度
介
護
予
防
教
室
 

健
康
一
番
！ 

　
長
寿
体
操
教
室 

非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
 

　
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
 

市
民
課
　
　
　 

　
　（
1

８８
‐
8
1
0
2
） 

福
井
年
金
事
務
所
　
お
客
様
相
談
室 

　
　 

　（
1
0
7
7
6
‐
２３
‐
4
5
1
8
） 

問 

スタンプラリー参加者募集！ スタンプラリー参加者募集！ スタンプラリー参加者募集！ 
　毎日自分でできる健康づくりに取り組み、ポイント

を集めて健康と豪華景品を手に入れましょう。 

　スタンプラリーの内容は、ご自宅でも取り組める内

容となっています。 

　親子で、家族で、仲間の皆さんでご参加ください。 

　健康づくり目標に取り組み、期間中に200ポイント

集めると抽選で豪華景品がもらえます。 

★ポイントの貯め方 

①健康づくりのために毎日取り組む自己目標をひとつ設

定し、実施すると１日１ポイント 

例）毎日体重を測る、寝る前2時間は食べない、毎日

ラジオ体操をする、食後に歯を磨く　など 

②健康スタンプラリー対象事業に参加すると各2ポイン

ト（対象事業は随時広報・ホームページなどでご確認

ください。） 

③平成22年度の健診、各種がん検診、または人間ドッ

クを受診すると各5ポイント 

④その他にもボーナスポイントがあります。また、子ど

もには30ポイントサービスされます 

実施期間s6月6日（日）～11月30日（火） 

参加資格s勝山市民 

参 加 費s無料 

健康長寿課（187‐0888） 
市　民　課（188‐8102） 

申 ・ 問 

健康スタンプラリー 
　期間中に高得点を目指し、得点が上位のかたから、表

彰と記念品がもらえます。 

★ポイントの貯め方 

①禁煙できた日は1日1ポイント 

②1か月禁煙を継続すると10ポイント、2か月継続で

20ポイント、5か月継続で50ポイント 

③平成22年度の健診、各種がん検診、または人間ドッ

クを受診すると各5ポイント 

④その他にもボーナスポイントがあります 

　禁煙をお考えのかた、ぜひお試しく

ださい。ご希望のかたには、市の保健

師が個別にあなたの禁煙をサポートし

ます。 

禁煙スタンプラリー 

　
平
成
２２
年
4
月
よ
り
、
解
雇
な
ど
に
よ
っ

て
職
を
失
っ
た
か
た
（
非
自
発
的
失
業
者
）

に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
対
象
者
の
前
年
の
所
得

を
1
0
0
分
の
３０
と
み
な
し
て
算
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
軽
減
を
受
け
る
に
は
減
免
申
請
が

必
要
で
す
。 

◆
対
象
者 

　
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
例
　
倒

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）、
雇
用
保
険

の
特
定
理
由
離
職
者
（
例
　
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
る
離
職
） 

◆
軽
減
期
間 

　
離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間 

　
7
月
に
前
年
の
所
得
が
確
定
し
、
被
保
険

者
の
皆
さ
ま
に
国
保
税
の
納
付
通
知
を
送
付

し
ま
す
。
対
象
者
で
手
続
き
が
ま
だ
の
か
た

は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◎
必
要
な
も
の
　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証 

国
民
年
金
　
平
成
２１
年
度
分
の
 

　
一
般
免
除
申
請
の
受
付
が
 

　
　
　
　 
7
月
で
終
了
し
ま
す
。
 

　
平
成
２１
年
度
分
の
国
民
年
金
の
一
般
免
除

申
請
の
受
け
付
け
は
7
月
で
終
了
し
ま
す
。

8
月
以
降
は
平
成
２２
年
分
の
免
除
申
請
の
み

の
受
け
付
け
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

◆
平
成
２１
年
度
分
の
一
般
免
除
申
請 

　
平
成
２１
年
7
月
か
ら
平
成
２２
年
6
月
ま
で

の
国
民
年
金
加
入
期
間 

↓
申
請
受
付
は
平
成
２２
年
7
月
ま
で 

◆
平
成
２２
年
度
分
の
一
般
免
除
申
請 

　
平
成
２２
年
7
月
か
ら
平
成
２３
年
6
月
ま
で

の
国
民
年
金
加
入
期
間 

↓
申
請
受
付
は
平
成
２２
年
7
月
か
ら
平
成
２３

年
の
7
月
ま
で 

 

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
納
付
が
困
難

な
と
き
は
免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
免
除
申
請
に
必
要
な
も
の 

　
印
鑑
、
離
職
票
の
写
し
も
し
く
は
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
（
失
業
し
た
場
合
） 

◎
申
請
場
所 

　
市
民
課
ま
た
は
福
井
年
金
事
務
所 

所得 
割額 

医療保険分 

課税標準額※１ 
×4．6％ 

課税標準額※2
×23.0％ 

被保険者１人あたり 
20,000円 

１世帯あたり 
19,000円 
50万円 

介護保険分 
（４０～６４歳） 
課税標準額※１ 
×1.3％ 

課税標準額※2
×5.0％ 

被保険者１人あたり 
6,500円 

１世帯あたり 
5,000円 
10万円 

後期高齢者 
支援金分 
課税標準額※１ 
×1.4％ 

課税標準額※2
×5.8％ 

被保険者１人あたり 
7,000円 

１世帯あたり 
6,000円 
13万円 

資産 
割額 

均等 
割額 

平等 
割額 
限度額 
※1　平成22年中の総所得等－33万円 
※2　平成22年度固定資産税額（都市計画税を除く） 
4月広報で誤りがありましたので、訂正して再掲いたします。 
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昨年の介護予防教室の様子


